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   Clinical efficacy of sodium imipenem/cilastatin was studied on 45 patients with complicated uri-
nary tract infections, on whom prior antimicrobial agents were ineffective. A 0.5 g dose of  IPM/ 
CS was administered by drop infusion twice a day for 5  days. The clinical efficacy was evaluated 
according to the criteria of the Japanese UTI committee. Of a total of 65 strains, 29  strains 
of gram positive bacteria and 36 strains of gram negative bacteria, were detected as causa-
tive  microbials. Bacteriologically, 23 strains of gram positive bacteria (79%) and 34 strains of 
gram negative bacteria (94%) were eradicated following the treatment. S. aureus, E. faecalis and 
Flavobacterium sp. were less sensitive to IPM/CS. Overall clinical effectiveness rate of IPM/CS 
in the present study was 87%. Adverse drug side effects were observed in six patients, namely 
they were eruption, headache and slight elevation of serum transaminase. These findings suggest
496 泌尿紀要38巻4号1992年
that IPM/CS is an effective agent for the treatment of complicated  UTI even when the prior 
medicine was ineffective. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 38: 495-499, 1992) 


























































































































































































































































































陽 性 一菌は6種14株 を数 え,そ の うちE.faecalisが5
例,S.aureusが4例 と多 くを 占 めた.こ れ らの うち
IPM/csに感 受性 を示 した ものは10株(71%)で あ












































陰 性 菌 に お い て はlI種,19株が起 炎菌 と して 検 出 され
て お り,F且avobacteriumsp.,p.aeruginosaおよび
s・marcescensがお もで あ った.こ の うちIPMICs
に対 す る感 受性 は18株(95%e)にみ られ た.ま た菌 消
失 率 は100%であ った.複 数 菌感 染 に おい て は33株中,
28株の 消 失 が み られ,消 失 率は85%で あ った.
iii.薬剤 投 与 後 の新 た な 出 現 菌
45症例 中 新 た な 菌 の 出現 を み た 症 例 は6症 例 で あ
り,S,aureus,C.tropicalis,Candidasp。,Yeast
が そ れ ぞ れ1例 に,ま たF.odoratumが2例 にみ ら
れ た.
4.膿 尿に 対 す る効果
IPM/CS投与 に て膿 尿 の正 常 化 が み られ た も のは
9例(20%),改 善 の み られ た もの は18例(40%),不
変 は18例(40%)で あ った.
5.副 作 用 に つ い て
IPM/cs投与4日 目に頭 重 感 を 訴 え た ものが1例,
同 じ く4日 目に 発 疹 の 出現 した もの が1例 み られ た.
また 血 液生 化 学 検 査 に て 血 中GPTあ る い はGOT
の 中程 度 の増 加 が み られ た もの が4例 み られ た が,い
ずれ も薬 剤 投 与 を 中 断す るほ どで は な く,投 与 終 了 後
す みや か に,自 覚症 状 に つ いて は そ の 改善,血 液 生 化
学検 査 では,iE常化 がみ られ て い る.
6,総 合 臨床 効果
UTI薬 効 評 価 規 準 に よる総 合 臨 床 効 果 をTable3
に示 す.著 効8例(18%),有 効31例(69%),無効6
例(13%)で,有 効 率 は87%で あ った.病 態 群 別 に み







例,有 効は7例,無 効は2例みられ,有 効率は80%で
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